
◆実車ガイド
・ クム１０００系はピギーバック輸送の高速化を図るため、コキ１００系と同等の

性能を持つ車両として1989年に登場しました
・ 2両1ユニットで運用されるクム１０００・１００１形と、1両単位での運用が

可能なクム１０００-500形が存在し、東海道・山陽本線や東北本線
北陸本線などで使用されました

・ コンテナ列車に併結される運用のほか、登場時には旺盛な需要から
1列車に最大22両編成で運用される列車が存在しました

・ その後の需要減やトラック積載効率の問題からピギーバック輸送は減少し
2000年頃に全廃されました

※写真はイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴 ◆ここがポイント

<共通>
・ クム１０００形を新規製作で再現
・ 車端部の渡り板は別パーツで再現、開閉可能
・ 車番は選択式で転写シート対応

(クム１０００-7･11･16･23･518･523･528･535
クム１００１-7･11･16･23)

・ 反射板付属
・ ケイディ－カプラーと連結可能な自連形カプラー装備
・ 出荷状態でR490走行可能（S字線形除く）
・ トラック積載用の車止めパーツ付属※ピギーバックトラックは別売となります

<HO-741>について
・ 手すりが1両あたり2カ所ある500番代を再現

<HO-9081>について
・ 手すりが1両あたり1カ所のみのクム１０００・１００１形ユニット車を再現
・ トラックの積み下ろしに使用されたランプウェイを模したパーツ付属 ※イラストは開発中のものです 実際の製品仕様と異なる場合があります

セット両数 1 両

予価

セット両数 2 両

予価

日本フレートライナー承認済

◆実車ガイド
・ ピギーバック輸送に使用されたトラックは貨物室の容積を確保するため

屋根は積載限界に合わせて丸屋根となり、タイヤは偏平の形状を採用して
床面を下げ、キャブは小型トラック用の物を使用するなど、
特徴的な姿をしていました

【文責：トミーテック】
◆ここがポイント

※イラストは開発中のものです 実際の製品仕様と異なる場合があります

◆製品化特徴
<共通>

・ 1/80スケール　ピギーバックトラックを新規製作で再現
・ キャブガラスはクリアパーツで再現
・ タイヤは質感が実感的なゴム素材を採用
・ 前後のホイールは回転式(前輪ステアリングは非可動)
・ ナンバープレートなど一部の表記類は印刷を省略

<HO-3251>について
・ 日野デーキャブレンジャーのキャブ形状を再現

<HO-3252>について
・ いすゞフォワードジャストンのキャブ形状を再現

各画像は試作、開発中のものです　実際の製品とは異なる場合があります

セット両数 1 両

予価

セット両数 1 両

予価

セイノーホールディングス株式会社商品化許諾済　久留米運送株式会社商品化許諾済

ⒸTOMYTEC ※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。
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¥3,300 (税込)

原産地 中国 パッケージサイズ 172×68×40mm パッケージ形態 紙箱

品番 HO-3252 品名 ピギーバックトラックＢ（久留米運送）

発売月 2023年1月 JANコード 4543736532521

¥3,300 (税込)

原産地 中国 パッケージサイズ 172×68×40mm パッケージ形態 紙箱

発売月 2023年1月 JANコード 4543736532514

ピギーバックトラック

品番 HO-3251 品名 ピギーバックトラックＡ（西濃運輸）

¥5,500 (税込)

原産地 日本 パッケージサイズ 320×176×60mm パッケージ形態 紙箱

品番 HO-9081 品名 私有 クム１０００･１００１形貨車セット

発売月 2023年1月 JANコード 4543736590811

¥2,750 (税込)

原産地 日本 パッケージサイズ 320×90×60mm パッケージ形態 紙箱

品番 HO-741 品名 私有貨車 クム１０００形

発売月 2023年1月 JANコード 4543736967415

EF66-100

トミックスインフォメーション

クム１０００系貨車

■セット内容・編成例
●並べて楽しめる商品●

POINT:1

クム1000形を新規製作で再現

(イラストはHO-741です)

POINT:2

<HO-9081>にはランプウェイを

再現したパーツが付属

ランプウェイ

POINT:1
西濃運輸のトラックは

キャブ飾りを再現

POINT:2
タイヤは質感が実感的な

ゴム素材を採用

ピギーバックトラックＡ（西濃運輸）

ピギーバックトラックＢ（久留米運送）


